
記者会見を終え、撮影に応じる宇宙航空研究開発

機構（JAXA）の（左から）藤本正樹宇宙科学
研究所副所長、国中均所長、山川宏理事長＝20日

未明、相模原市のJAXA相模原キャンパス
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宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
は
2
0
日
未
明
、
小
型
無
人
探
査
機
「
S
L
I
M
（
ス

リ
ム
）
」
が
同
日
午
前
0
時
2
0
分
、
月
面
に
着
陸
し
た
と
発
表
し
た
。
月
面
着
陸
に
成
功
し
た
の

は
日
本
初
で
、
臆
ソ
連
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
に
次
い
で
5
カ
国
目
と
な
っ
た
。

＝
5
面
に
関
連
記
事

知
日
に
月
面
着
陸
に
挑
ん
だ
無

人
探
査
機
「
S
L
－
M
」
の
イ

メ
ー
ジ
　
（
J
A
X
A
提
供
）

J
A
X
A
の
山
川
宏
理
事
長
は

同
日
の
記
者
会
見
で
、
「
着
陸
し
、

通
信
が
確
立
で
き
た
こ
と
か
ら
、

成
功
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

J
A
X
A
に
よ
る
と
、
着
陸
後

に
太
陽
電
池
が
電
力
を
生
み
出
し

て
お
ら
ず
、
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動

作
。
デ
ー
タ
な
ど
は
正
常
に
送
受

信
で
き
た
と
い
う
。
搭
載
し
て
い

た
2
合
の
小
型
探
査
車
（
ロ
ー
バ

ー
）
の
投
下
に
も
成
功
し
た
。

バ
ッ
テ
リ
ー
は
数
時
間
で
切
れ

る
た
め
、
J
A
X
A
は
降
下
中
や

月
面
着
陸
後
に
取
得
し
た
飛
行
デ

ー
タ
な
ど
の
送
信
を
優
先
し
た
。

ロ
ー
バ
ー
は
S
L
I
M
を
自
動
的

に
撮
影
し
、
写
真
を
送
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
機
体
や
着
陸
地
点

の
状
況
を
把
握
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

他
国
の
着
陸
機
は
、
目
標
地
点

か
ら
の
誤
差
が
数
～
十
数
㌔
だ
っ

た
。
S
L
I
M
は
、
月
を
周
回
す

る
「
か
ぐ
や
」
な
ど
で
得
ら
れ
た

詳
細
な
月
面
の
地
形
デ
ー
タ
と
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
せ
2
」

な
ど
で
培
っ
た
画
像
照
合
技
術
を

基
に
、
誤
差
1
0
0
㍍
程
度
の
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
技
術
の
実
証
を

目
指
し
た
。
着
陸
精
度
の
確
認
に

は
約
1
カ
月
か
か
る
見
込
み
。

S
L
I
M
は
昨
年
9
月
に
H
2

A
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、

1
2
月
2
5
日
に
月
を
周
回
す
る
楕
円

軌
道
に
投
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

高
度
を
徐
々
に
下
げ
、
今
月
2
0
日

午
前
0
時
に
高
度
1
5
㌔
か
ら
最
終

降
下
を
開
始
。
約
2
0
分
か
け
て
月

の
表
側
で
赤
道
近
く
の
「
神
酒
の

海
」
に
あ
る
「
S
H
I
O
L
I
」

ク
レ
ー
タ
ー
付
近
に
着
陸
し
た
。

垂
直
降
下
し
て
4
本
の
脚
で
着

地
す
る
従
来
方
式
と
異
な
り
、
S

L
I
M
は
や
や
傾
い
た
姿
勢
で
衝

撃
を
吸
収
す
る
半
球
状
の
主
脚
を

接
地
さ
せ
た
後
、
斜
面
に
倒
れ
込

む
よ
う
に
着
陸
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

方
式
を
採
用
し
た
。
着
陸
後
に
太

陽
電
池
が
機
能
し
な
く
な
っ
た

が
、
機
体
姿
勢
の
乱
れ
や
周
囲
の

日
照
状
況
な
ど
に
よ
り
、
太
陽
電

池
に
光
が
当
た
ら
な
く
な
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

太
陽
電
池
が
機
能
し
て
い
れ

ば
、
数
日
か
ら
1
週
間
程
度
、
搭

載
し
た
光
学
機
器
で
月
面
の
鉱
物

を
観
測
す
る
予
定
だ
っ
た
。


